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（2） 伊江島広報

落成式典及び祝賀会 落成式典及び祝賀会 落成式典及び祝賀会 

伊江島特産品フェア 伊江島特産品フェア 伊江島特産品フェア 

2月16日に行われた西小学校新校舎、西幼稚園新園舎 
落成式典及び祝賀会の様子を紹介します。 

　伊江島産の農産物や加工品を販売する「伊江島特産

品フェア」が２月23日名護市宮里のJAおきなわファー

マーズマーケットはい菜やんばる市場で開催され、村

やJAおきなわ伊江支店、伊江漁協など６団体が出品し

ました。オープニングセレモニーでは、亀里敏郎村議

会議長が「伊江島産の新鮮な特産品を購入していただ

きたい」と来場者にあいさつし、販売開始の鐘を打ち

鳴らしました。各テナントは開始と同時に多くの客で

あふれ、市価よりも安く販売された野菜や加工品等約

30品目を手に取り品定めする姿や県の拠点産地の認定

を受けた、旬の島らっきょう及び伊江島牛が飛ぶよう

に売れました。１杯500円で販売された牛汁は、限定

300食がわずか1時間で完売し、島の特産品が当たる抽

選会や、土もの野菜の詰め放題には長蛇の列ができ、

大盛況で終えることができました。 

関係者によるテープカット 幼稚園児保護者によるかぎやで風で祝賀会スタート 

園児、児童全員で伊江村歌等を斉唱しました 

校舎見学、懐かしい小学校時代を思い出します。 

5年生による「伊江島の村踊」を披露 児童を代表してあいさつした崎浜太耀児童会長 すばらしい演奏と歌声で会を盛り上げました。 

万歳三唱で校舎の完成を祝いました。 テープカットを児童関係者全員で祝いました。 



（3） 伊江島広報

いーじまぐち五十音表が完成 いーじまぐち五十音表が完成 いーじまぐち五十音表が完成 

　島の誇れる文化「イージマグチ」を

正しく保存、継承することを目的に「い

ーじまぐち五十音表」が完成しました。

五十音表は、長年イージマグチを調査

研究している広島経済大学の生塩睦子

名誉教授が監修し、方言調査協力員の

島袋満英さん、新城晃さん、知念シゲ

さんと一緒に単語を選定、表の挿絵は

村出身の画家・知念登治さんが描きま

した。伊江小学校の玉城洋之校長の協

力で、「あ」は「アタディカ（かえる）」

「い」は「いちゅでぃ（イチゴ）」など、

児童の視点に立ち単語の見直しや改良を加え完成させることができました。五十音表は4月の入学式

に合わせ、新入生や全児童生徒に配布され、伊江島物産センターや教育委員会で販売を行う予定です。 

左から名城政英教育長、新城晃さん、島袋満英さん、 

　　　生塩睦子名誉教授、知念シゲさん 
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（6） 伊江島広報
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　２月８日から１１日までの３泊４日の日程で滋賀県高島市に

おいて冬期の伊江村・高島市スポーツ相互交流事業が行われ、

玉城盛栄団長に１１名の児童、スタッフ３名が参加しました。

今年で１９年目を迎える今回の交流事業は、天候に恵まれ雪が

降りしきる銀世界の中、夏に伊江島で交流した友達と２日間の

ホームスティのなかで雪合戦やスキー体験など交流を深めまし

た。参加児童は、自分の家庭や伊江島で経験することの出来な

い環境での経験から多くの事を学び成長することができました。 

　３月に伊江中学校を卒業する生徒52人に自炊生活で役立ててもら

おうと、伊江漁協は3月6日、同校を訪れ、特産品として人気の高い「イ

カ墨じゅーしぃの素」と「もずくゼリー」を寄贈しました。八前隆組合

長は「同漁協から販売されているじゅーしぃの素を使えばだれでも簡

単に作れる。辛く苦しいときにはゼリーを食べて甘いひとときを過ご

し、島のことを思い出してほしい」と話し、笑いを誘いました。山之

端きよみ校長は「毎年、卒業記念に寄贈いただき感謝しています。本

島での生活に役立ち、生徒たちにも喜ばれる。」とお礼を述べました。 

島 
　伊江島産島らっきょうの生産振興やブランド化に向け、「島

らっきょうの里」を宣言し、３月６日を「島らっきょうの日」

と定めました。同日、西江上公民館で制定セレモニーを行い、

島袋秀幸副村長が「消費者が求める安全安心な生産体制を確立

し、責任産地としての取り組みを生産者と積極的に推進してい

く」とアピールしました。「島らっきょうの里」の宣言で、伊

江島産島らっきょうの生産振興やブランド化、生産者の意欲向

上を図る目的があります。村野菜拠点協議会が審査して認定し

た生産者には、村が商標登録した「ｅ－島」のシールを授与し、

有効期限は１年で、認定された生産者の島らっきょうには、出

荷時の点検を経てシールを貼り、品質安定を図ります。 

　３月６日は、収穫期のピークが始まるころで、「６」が島ら

っきょうの形に似ていることや、皮を「むいて（６いて）」食

べることなどから、「島らっきょうの日」に定めました。制定

セレモニーには関係者約７０人が参加し、収穫祭も開かれまし

た。村は県内唯一、県が認定している島らっきょうの拠点産地

で２０１１年度の生産量は１８０～２００トン、県内の６割を

占めています。 

高 島市スポーツ相互交流事業 

らっきょうの日 

伊 江漁協が寄贈 



（7） 伊江島広報

伊江中卒業式 伊江中卒業式 伊江中卒業式 
　卒業テーマ『叶星（ゆめ）』をテーマに3月10日、伊江中学校の第65回卒業式が開催されま

した。保護者や家族が見守る中、卒業生が入場し、山入端きよみ校長から卒業証書や３カ

年皆出席２名、名城政英教育長から９カ年皆出席賞４名に証書が贈られました。卒業生

を代表して阿波根昌翔君は「もうすぐ島を旅立つ。伊江島で生まれ育ったことに自信と誇

りを持って『叶星（ゆめ）』や希望に向かって突き進んでいく。」と力強く答辞を述べました。

保護者代表の森田賢治さんは「不安もあるだろうが先生方や地域の方々へ感謝の気持ち

を忘れず、頑張っていこう。いつまでも応援している。」と力強くエールを送りました。仰

げば尊しを全員で合唱し、新たな希望を胸に、思い出が詰まった学び舎を後にしました。 

大城 歩暖（ほのん）ちゃん 
性別：女 

生年月日：平成24年3月9日生 

父：大城　哲 

母：大城　千鶴 

行政区：西江上 

かわいいおめめののんちゃん♥
皆に愛されてすくすく育ってね♥　 

知念 希音（きと）くん 
性別：男 

生年月日：平成24年3月30日生 

父：知念　賢順 

母：知念　綾乃 

行政区：東江上 

くいしんぼうの希音くん、お兄ちゃんに 

負けないくらいたくましく育て！！ 

満１歳
 




